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マーケティングを題材とした中学校社会科公民的分野の 
授業開発 
―韓流コンテンツを例に経済の仕組みを理解する― 
斎藤  千景	  
千葉大学大学院教育学研究科修士課程  
 
	
	 本研究では、経済活動について学習する際に、企業と消費者とのつながりを体験的に学習することで経済の仕組みを理解できる授
業の開発を目指した1。現状の中学校社会科の授業では企業の生産活動と消費者とが相互に関わっていることがわかりにくい。そこで、
経済学者のMankiwや社会科教育学の山根が指摘している企業と消費者のつながりを考えることができる授業が経済の学習には必要
なのではないかと考え、つながりとしてマーケティングを採用し、授業に取り入れた。コンピュータ技術の進展によって産業の形が
変化してきていることを考慮し、インターネットとの関連が深いデジタルコンテンツ2に着目し、その利用方法が上手いとされる韓流
3、特に韓国のドラマや音楽コンテンツのマーケティングを例に授業開発、実践を行った。結果として、マーケティングの方法の理解
や生産者としての立場で考えられるようになった生徒が出てきたが課題も多く残った。	
	 キーワード：中学校社会科、経済、マーケティング、韓流、コンテンツ 
 
 
1.	問題の所在	
 
1.1.	企業と消費者とのつながりを理解することの重要
性	
	 社会を理解するために経済を理解することは言うま
でもなく重要であり、今後社会を形成していく子どもた
ちが経済を理解することは大切である。では、経済活動
の理解をどのように進めるべきであろうか。	
	 経済を学習する際に、企業や家計のような個々の要素、
またそれらが相互に関わっていることを理解する必要
がある。	
	 この相互の関わりというものを中学生にも理解しや
すいシンプルなモデルを提示している Mankiw を確認
する。	
	 経済学者の Mankiw（2001: 30）は、 
 
	 	 経済は、購入、販売、勤労、雇用、製造といった多
様な活動に従事するたくさんの人々によって構成
されている．経済の仕組みを理解するためには、こ
うした活動のすべてに関する思考を簡単化できる
方法をみつけなければならない	
 
と述べており、そのモデルを図 1 のように図式化して
いる。	
	 このモデルは「フロー循環図」と名付けられ「家計と
企業の間で、市場を通じてお金がどのように流れるかを
示した視覚的な経済モデル」と説明されている
（Mankiw 2001:  31）。 
	
 
図 1	 Mankiw（2001: 31）のフロー循環図4 
	  
	 以上のように、Mankiw（2001）は経済の仕組みを、
企業、家計、財・サービス市場、生産要素市場の 4 つ
全てを「簡単化」して理解しなければならないと主張し
ている。以下、フロー循環図を経済の仕組みをモデル化
したものとして扱う。	
	 しかし、このモデルではなぜ循環が起こるのかがわか
りにくい。経済は消費者がいて初めてその商品を提供す
ることになる。そこで、こういった企業と消費者との関
係について社会科教育学の山根（1990: 109）の主張を
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確認すると、企業と消費者について	
 
	 	 	 資本主義経済あるいは市場経済においては、生産
は最終的には生産物を消費者が消費するために行
われる。即ち、社会的観点から見た場合には、生
産は、消費のために行われると言うことができる。
それ故、どのような生産物がどれぐらい生産され
るかは、集団としての消費者の意向によって決定
されることが望ましい。消費者の意向（欲求）に
よって、生産が決まることが望ましいとする考え
方を消費者主権という。消費者が何をどれだけ消
費するかは、最終的には消費者自身が決めるべき
ことであって、生産者によって決められるべきこ
とではない。	
	
と述べており、生産活動は消費者の意向、欲求によって
生産が決まるべきだと述べている。	
	 ここで一度整理すると、Mankiw（2001）は生産者
と消費者、そして財・サービス市場、生産要素市場の 4
つ全てのつながりを理解することが大切だと述べてお
り、これらが循環していることを理解することが重要だ
としている。また、山根（1990）は消費者の需要によ
り生産者の活動が決まると述べていることから、
Mankiw（2001）の循環の出発点が消費者であること
が理解できる。	
	 この経済の仕組みは、中学生が経済を学習する際にも
理解すべき内容であると考える。経済を学習し始めるこ
とになる中学生にとって、この仕組みのような企業と消
費者とのつながりを無視し、各々の要素だけを学習する
だけでは経済活動全体を把握しきれずかえって理解を
損なうと考えるためである。	
 
1.2.	経済教育の現状	
	 では、現状の中学校の社会科における経済教育は企業
を学習する際に、このような企業の生産活動と消費者の
意向、欲求とのつながりに関してどのように教えられて
いるのだろうか。 
 
1.2.1.	経済の学習に対する生徒の意識	
	 まず、現在の経済の学習に対する生徒の意識について、
金融経済教育を推進する研究会5（2014）の調査結果を
確認する。この調査の中で、「金融経済教育に関して、
生徒たちは関心を持っていましたか」という質問がある
（金融経済教育を推進する研究会 2014: 25）。これ対し、
中学校社会科を担当している教員の回答の中で「あまり
関心をもっていなかった」及び「関心をもっていなかっ
た」と答えた生徒に関して、その要因として、「生徒に
とって身近ではないため」が 76.4%、「生徒にとって理
解が難しいため」が 71.9%と答えていた。この結果から、
経済の学習に興味がもてない生徒にとって、現状の学習
では経済が身近ではなく、理解が難しいこともわかる。	
	
1.2.2.	中学校社会科で現在行われている学習	
	 では、実際に中学校社会科ではどのような学習がされ
ているのであろうか。中学校学習指導要領と中学校学習
指導要領解説社会編、そして教科書を確認していく。	
	 まず、中学校学習指導要領では、内容（2）の中項目
アの特に、「身近な消費生活を中心に経済活動の意義を
理解させる」の部分が該当する6。ここについて、中学
校学習指導要領解説社会編では7、 
	
	 	 経済活動が、一般的に人々が求める財やサービスを
生産し、これらを消費することで生活を成り立た
せている人間の活動であり、（中略）経済は生活の
ための手段にほかならないことを、生徒の身近な
経済生活である消費を中心に理解させることを意
味している	
	
と説明している。このことから、消費者が求める財やサ
ービスを生産すること、また消費することによって経済
活動が成り立っていることを学習するように求められ
ている。	 また、それらは生徒にとって身近な消費活動
を中心に理解させるように求められている。	
	 	
1.2.3.	教科書の記載事項の確認	
	 ここで、各教科書会社の教科書ではこれらがどのよう
に学習されるのかを確認した8。	
	 その結果、各教科書会社の教科書で生産活動と消費者
の意向、欲求に関する記述はされているが、企業の生産
活動を学習する際に記述されているのは、育鵬社、清水
書院、自由社、日本文教出版の 4 社であった。しかし、
これらの説明の仕方は生産活動と消費者の意向、欲求と
の関連についてその事実を述べるにとどまっている。ま
た、企業の生産活動に関する記述も帝国書院や東京書籍
以外はその仕組みや説明にとどまっている。	
	
1.2.4.	現状の学習の問題点	
	 このように、企業の生産活動の仕組みだけを説明され
たり、消費者の意向、欲求とのつながりがあるという事
実を説明されたりして、生徒たちは理解できるのだろう
か。	
	 金融経済教育を推進する研究会（2014: 23）の調査で
は、「現在行われている金融経済教育の学習内容の問題
点」という項目がある。中学校社会科の教員の回答は「用
語・制度の解説が中心となってしまい、実生活との繋が
りを感じにくい」が一番多く 58.0%となっている。その
授業実践開発研究 第 9 巻（2016） 
 33 
ため、現状では生徒が実生活との結びつきを感じられな
いまま、企業と消費者とのつながりや企業の生産活動に
ついて学習している可能性がある。	
	 以上より、企業の生産活動と消費者の意向、欲求との
つながりを経済の学習に取り入れること、その際にその
内容が生徒の実生活に結びつきやすくことが経済を理
解するためには必要だと考える。	
	
1.3.	企業と消費者とをつなげる視点としてのマーケテ
ィング	
	 では、企業と消費者とをつなげる視点とはどういった
ものなのだろうか。1.1.で山根（1990）の発言を確認し
たが、企業の生産活動は消費者の意向、欲求によって決
定されることが望ましく、どのような生産物がどのぐら
い生産されるかは、消費者の意向によって決定されるべ
きだと述べている。	
	 消費者が欲しいと思うものを生産しないと企業は存
続できないという事実を考えると、山根（1990）の指
摘するつながりが、企業と消費者とのつながりとして重
要となる。	 	
	 この考え方を含んだ考え方としてマーケティングが
挙げられる。では、マーケティングとは具体的にどうい
ったものなのだろうか。	
	 経済学者の Kotler&Armstrong（2003: 19）によると、
マーケティングとは「価値を生み出すとともにニーズや
欲求を満たすことを目的として、交換とリレーションが
生じるように市場をマネージすることである」と説明さ
れている。また、そのマーケティングの概念は以下のよ
うにまとめられる。	
	
	
図 2	 Kotler &Armstrong（2003: 9）の 
マーケティング概念9 
 
	 つまり、マーケティングとは企業は製品を作り出すと
同時に消費者のニーズや欲求を満たすことを目的とし、
製品と引き換えにお金を得られるように市場を管理す
るという活動である。このことから、マーケティングは
生産を行う際に消費者のことを考えるという視点を含
んだ概念であることがわかる。	
	 以上より、企業と消費者のつながりを理解するための
視点としてマーケティングという考え方を用いて企業
の生産活動を学習することで経済の仕組みを理解でき
るようになると考えられる。	
 
1.4.	マーケティングを取り上げた先行実践	
	 これまで中学校でマーケティングが取り上げられた
授業にはどういったものがあるのか。山西（1990）は
社会科・国語科・美術科による合科学習「CM を作ろう」
において、マーケティングの手法の一部であるマーケテ
ィング・リサーチを取り入れた実践を行っている。この
実践では、実際のマーケティング・リサーチの方法のま
ま取り入れ「商品という 1 つの社会事象の生成・変化
を分析する過程を通して、社会事象全般に対する興味関
心と分析能力を育成することを目標」としている。この
授業は、生徒に行ったアンケートの「新製品開発や CM
制作に市場調査から得られたコンセプトが生かせたか」
という質問に対しての回答で「十分生かせた」が 43.9%、
「まあまあ生かせた」が 41.5%であったという結果から
中学校社会科におけるマーケティング・リサーチの考え
方は一般の社会事象を分析する場合にも有効だとして
いる。しかし、今後の課題として、現実のマーケティン
グ・リサーチの過程をほぼそのまま実施したことにより
生徒の活動が非常に複雑になり、基本的な考え方が十分
に理解できない生徒もいたことを挙げている。このこと
から、実際の手法をそのまま生徒に与えることで活動が
複雑化してしまう可能性があり、本研究では、マーケテ
ィングの基本的な流れを踏襲するが、その過程を簡略化
して提示することとする。 
	 また、高校 3 年生の経済の授業での実践であるが、
藤井（2010）はマーケティングの手法を取り入れた授
業を行っている。この実践ではビジネスアイディアの作
成を授業のメインにしている。そして、ビジネスの成功
には CSR を組み込む必要があるということ、そのため
には消費者の視点が重要なこと、マーケティングやモニ
タリングで得た情報を分析して新しい製品を開発する
ということを理解させる必要があるとしている。この実
践では実際に製品化はしないが、コンセプトやアピール
ポイントなどを生徒が各々考え、企画書に落とし込む。
そのため、製品のターゲットも生徒自身が決める。しか
し、企画書を自己評価また、生徒同士の相互評価する場
面があるが、その際にそのターゲット層の設定が本当に
正しいかを考えられるかという点が不明である。この実
践では経営コンサルタントというプロが介入すること
によってその部分を補っていると考えられる。しかし、
プロはその経験からアドバイス、また成功する方程式の
ようなものを伝えることができても、ターゲット層が同
じように受け取るかどうかは不明である。	  
	 この部分から、マーケティングに関して製品の選定と
ターゲット選定、それに関するフィードバックのあり方
については再考察し、実践に取り入れたい。 
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2.	研究の目的と方法	
 
2.1.	研究の目的	
	 本研究は、韓流コンテンツを例に挙げてマーケティン
グを体験的に学ぶことを通して、企業と消費者とのつな
がりを把握し、経済の仕組みを理解できる授業を開発、
実践することで、その成果と課題を考察することである。 
 
2.2.	研究の方法	
	 本研究では中学校 3 年生を対象に 4 時間の実践を行
う。	  
	 授業は、韓流を通じてマーケティングを学習し、実際
に生徒自らがマーケティングを体験的に行う学習する
ことで研究の目的を達成できるように開発をする。そし
て、その効果が見られるか、実践を通じて明らかにする。
その際、生徒の授業中の様子、生徒が授業中に作成した
成果物、そして生徒に実施したアンケートの結果を用い
てその成果と課題を明らかにする。 
 
3.	授業・教材の開発	
 
3.1.	題材の選定	
	 本研究では Mankiw（2001）が提示する 2 つの市場
を同時に提示しても生徒に混乱を与える可能性がある
と考え、財・サービス市場と生産要素市場の両方を取り
上げるのではなく、まずは生徒が日常的に行っている経
済活動である財・サービス市場に関したつながりに着目
することとした。 
	 そして、マーケティングの題材としてはコンピュータ
技術の進展によって産業の形が変化してきていること
を考慮し、インターネットとの関連が深いデジタルコン
テンツに着目した。その際、デジタルコンテンツを用い
たマーケティングが上手い例として、日本で人気を博し
た韓流を取り上げることにした。選定方法は、以下の通
りである。 
	 まずマーケティングが成功するということは、他の企
業、他の製品と一線を画すことができたということにな
り、流行、ブームにつながる。そのため、国内で認知度
を高めたものであり、かつ、様々な分野に波及したもの
であるものを選定する。そこで、毎年発表されているユ
ーキャンの新語・流行語大賞と日経トレンディのヒット
商品ランキング10の結果から 2000 年以降のものを確認
し、どちらにも該当し、かつコンテンツに該当する「ア
ナと雪の女王」、「妖怪ウォッチ」、「鍛脳ゲーム」11、「世
界の中心で愛を叫ぶ」、「冬のソナタ」の 5 つのコンテ
ンツに絞り込んだ。次に、デジタルコンテンツの特性や
マーケティングが上手く機能したのかどうかを確認す
るため、「他のコンテンツへの波及・影響」、「国外での
人気」、「作品に関係する市場の有無」、「無料または安価
の考え方」という 4 つの条件を、絞り込んだ 5 つのコ
ンテンツに当てはめた。この結果、「冬のソナタ」を含
む韓流コンテンツのマーケティングを取り上げること
とした。 
	 以下、1 時間毎に授業の開発について述べていく。 
 
3.2.	1 時間目	
	 1時間目では、韓流とマーケティングという生徒にとっ
て馴染みのないと思われる題材を理解してもらうため、そ
れぞれがどのようなものであるかを体験的に学べるよう
に教材を開発する。	
	 導入では韓流がどういった現象であったのかを生徒が
確認できるようにするため、「2003年にテレビ局が新しい
番組を放送するとしたらどういうものがよいのか」を考え
られるように設計する。これは、当時50代くらいの女性が
「冬のソナタ」という韓国ドラマにはまったこと、この現
象が日本における韓流の始まりであったことを確認する
ために行う。これらは資料を読み取ることで確認させる。	
	 ここで用意する資料は2003年当時の人口ピラミッドと
当時50代であった女性の特徴を列挙したものの2つであ
る。この特徴とは、当時50代女性の生まれた年、テレビが
普及したのはいつか、専業主婦や家事中心で働いている人
の方がフルタイムで働いている人が多いのかなどという
ような内容である。	
	 この資料は、当時50代女性の人口が一番多かったこと、
また、「冬のソナタ」がこれらの女性が望むような番組と
一致していたことを確認するために使用する12。 
	 また、生徒は「冬のソナタ」を見たことがないと思わ
れるため、資料で事実だけを確認するだけにならないよ
うに、ドラマの映像を見せ作品の様子を理解できるよう
にする。これは、動画視聴後に提示する予定である、「冬
のソナタ」を視聴していた層を示したグラフ、図 3 を
理解しやすくするためである13。	
	
 
図 3	 「冬のソナタ」の視聴者層（2004 年）14	
	 ここまでで韓流の確認をした後、もう一つの題材であ
るマーケティングについて説明するため、導入から見て
きたような、ある層の決まった客にねらいを定めて売り
込んでいくことがマーケティングであるということを
確認する。具体的なマーケティングの方法については、
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時間が不足すると考え、2 時間目に行うこととする。	
	 最後に、実際に「冬のソナタ」は人気があったのか、
また、マーケティングとしての成功例であることを確認
するために、「冬のソナタ」のブームについて NHK が提
供している 1 分ほどの動画15を流すこととする。	
	
3.3.	2 時間目	
	 2時間目では、具体的にマーケティングの手法を学ぶよ
うに設計した。しかし、マーケティングのプロセスを全て
学ぶことは4時間では不可能であるため、Kotler（2014）
が提示しているマーケティングの方法の内、STPと4Pに
絞り込むことにする16。STPとは、「セグメンテーション」、
「ターゲッティング」、「ポジショニング」の頭文字をとっ
たもので、簡潔に述べると自社の強みを生かせる客層を決
めて、自社の強みを明確にしていく過程である（Kotler 
2014: 47）。また4Pとは、「製品」、「値段」、「流通経路」、
「広告」の英単語の頭文字をとったものであり、これら4
つの内容をどのように行っていくかを決める過程である
（Kotler 2014: 47）。これらを授業の中で学習させるため、
以下の表1を作成した。	
	 この表には、ターゲットとなる層、商品のコンセプト、
具体的な商品、値段、販売先、広告について記載できる欄
を設けており、生徒は資料から読み取ったことをこの表に
記載していきながら具体的なマーケティングの方法を考
えられるようになることを意図した。	
	
表 1	 マーケティングを考えるためのワークシート 
	
	 	
	 題材は、1時間目同様マーケティングの成功例である韓
流とする。また、授業の前半部分では「冬のソナタ」、後
半部分では少女時代を取り上げる。	
	 「冬のソナタ」は前時で扱っているため、生徒は多少の
理解を持っていると考えられる。そのため、表の使い方、
またマーケティングの考え方を学ぶための題材として適
していると判断し、設定することにした。	
	 授業の後半部分は、教材を選定した際に着目したデジタ
ルコンテンツに関するマーケティングを取り上げること
とした。そのため、デジタルコンテンツを使用したマーケ
ティングが上手くいった例として、歌手の少女時代を設定
する。その際、表を使えるようになること、また自分たち
で資料をよみとれるようになるためにここでは班活動を
取り入れることにする。 
	 前半の「冬のソナタ」に関しては前時で取り上げている
ため、本時では、2000〜2003年当時にどういった連続ド
ラマが日本で流行っていたか、「冬のソナタ」の放送権料
が日本のドラマと比較してどのくらい安かったのかなど
の資料を提示する。この資料から、ドラマを一から作成し
て放送するよりも、「冬のソナタ」を放送した方が安く済
むということ、また当時50代あたりの女性というようにタ
ーゲットを絞り込んでマーケティングをすることが効果
的であるということ、さらに、設定したターゲットが好み
そうな内容の連続ドラマが当時不在だったということが
ブームの要因であったことを読み取らせる。	
	 ただし、流通経路のように資料から読み取りづらい部分
については資料を提示するだけではなく筆者が授業中に
言及することで補うことにする。	
	 後半の少女時代については、若い10〜20代の女性に人
気があったこと、また当時その女性たちが憧れるような女
性アーティストが不在であったこと、また特にデジタルコ
ンテンツをSNSで上手く活用し、日本デビュー前に既にフ
ァンを獲得していたという点を資料から読み取れるよう
に資料を準備する。さらに、なぜデビュー前にも関わらず
ファンが既に日本にいたのかという点に着目させ、デジタ
ルコンテンツの有効な活用方法について学習できるよう
にする。 
 
3.4.	3 時間目	
	 3時間目では生徒が実際にマーケティングを考える活動
を設定する。生徒が前時までに学ぶ、ターゲットを定める
こと、デジタルコンテンツを4Pに活かすことなどを自分
たちでマーケティングを行う際にも活かせられるように
なることを意図した活動である。	
	 その際、いきなり活動を始めるのではなく、導入時に架
空の新人アーティストを売り出すという条件設定をした。
これは、いきなり資料を提示して活動を行うよりも、マー
ケティングを行わなければならない動機付けが必要だと
考えたためである。	
	 しかし、架空の新人アーティストを考える活動は今まで
の活動から見ると唐突な活動になると考え、新人アーティ
ストを売り出したいプロデューサーを登場させることに
した。このプロデューサーが生徒にマーケティングを依頼
するというストーリーである。そして、生徒は以下の6点
の依頼に答えなくてはならないという状況を作り出した。	
	
	 ・新人アーティストをデビューさせたい 
	 ・大学生に受け入れられるアーティストにしたい 
	 ・このアーティストを成功させないとそろそろ会社が危
ない 
	 ・マーケティングを学んでいる生徒たちにマーケティン
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グ案を考えてもらい、それを参考にしたい 
	 ・マーケティングに必要な資料は用意してある 
	 ・考えた結果は企画書にしてほしい 
	
	 なお、このプロデューサーは授業協力者に演じてもらう
こととした。この導入の際、生徒がマーケティングを考察
するための資料として、大学生に行ったアンケート結果を
使用することとした。これは、実際に行われるマーケティ
ングの過程である、マーケティング・リサーチに代わるも
のとして使用する。	
	 この資料とは、生徒が行うマーケティングのターゲット
となる大学生に筆者が事前にアンケートを行い、その結果
をまとめたものとする。詳しい内容の掲載は割愛するが、
筆者が表1の内容や大学生がどのように音楽を楽しむのか
ということに関した内容となっている。対象は、日本人大
学生30名（男8名、女22名）である。実際のマーケティン
グ・リサーチからすると30名は大変少ない数であるが、授
業で生徒が扱うことを考え30名とした。	
	 この時間は班ごとに活動をし、資料をもとに表1を埋め
ていくことでマーケティングを行う。また、表1が埋まっ
た班から、企画書を作成していく活動を設けた。この企画
書では、提案するアーティストのコンセプト、メンバーの
アピールポイント、製品、値段、流通経路、広告について
記載することになっており、今まで使用した資料にもとづ
いて記載できるようにしてある。この企画書をまとめてい
くことで、よりマーケティングを詳細に考えていけること
を期待してこの企画書を用意することとする。	
	 	
3.5.	4 時間目	
	 4 時間目は 3 時間目の流れを受けた授業である。4 時
間目では、実際にターゲットとして設定している大学生
に教室に来てもらい、生徒にアドバイスをしてもらう時
間を設定する。この導入のねらいは、生徒が 3 時間目
までに考えたマーケティングをより詳細に考えられる
ようになることである。 
	 まず、実際に教室に来てアドバイスをする大学生は筆
者が大学生に対して行ったアンケートに回答してくれ
た人の中から 2 名、男女 1 名ずつである。この 2 人に
は事前に生徒が 3 時間目に作成する表を見せ、良いと
思ったアイディアと改善するとよりよくなりそうな点
を大学生の視点で指摘してもらう。また、大学生が生徒
に伝える内容はターゲットである大学生の声を生徒に
伝えてほしいため、協力者に委ねることとする。しかし、
表を見ていて説明が足りていない部分や考えきれてい
ないと思われる点についてはコメントしてもらえるよ
うに依頼することとした。 
	 生徒は作成した表に対して大学生からのアドバイス
を受け、内容を練り直し、企画書を完成させる活動を行
うことになる。 
	 この選抜シートを考える過程では、メンバーを選定す
るという作業を加えることで、班ごとに考えたポジショ
ニングやアーティストの強みにより具体性を持たせて
考えられるようになることを意図した。その際、メンバ
ーを選抜するために選抜メンバー表を用意する。	 	  
	 この選抜メンバー表とは、メンバーを選抜するために、
男女 5 人ずつのイラストを載せたワークシートである。
そこには、名前、年齢、身長、経歴、楽器経験と歌唱・
ダンスの実力を 3 段階で示してある。生徒は自分たち
が考えたマーケティングに沿うようなメンバーをこの
選抜メンバー表から選ぶことで自分たちの意見を明確
にできることを意図している。これらの活動が終わり次
第、各班のマーケティングを発表、共有して終了するこ
ととする。 
	 最後に、ここまで 4 時間分の授業について、その全
てを記載することは難しいため、その概要を以下に記載
する。 
 
表 1	 授業の概要 
時間 主な学習活動 
1 ・2003 年に放送するとしたらどんな番組を放送
するか、資料をもとに考える。 
・「冬のソナタ」はターゲット層に対して上手く
働きかけ、人気を博したことを学習。 
・一連の活動がマーケティングに関係すること
を学習。 
2 ・マーケティングの方法を、表 1 を使用するこ
とで学習。 
	 ・「冬のソナタ」に関係する資料と前時の学	
習を踏まえて表 1 の使用方法を学習。 
	 ・少女時代に関係する資料から、デジタルコ
ンテンツを使用した広告の方法など、マーケ
ティングの具体的な方法を学習。 
3 
• 
4 
・大学生を対象にしたマーケティングを考察。 
	 	 ・大学生 30 名に対して行ったアンケート結
果から「大学生にウケるアーティスト」を考
える。 
・4 時間分のまとめ 
 
4.	授業の実際と考察	
 
4.1.	授業の概要	
	 本授業は 2015 年 5 月から 6 月にかけて、千葉大学教
育学部附属中学校 3 年生の選択授業の社会科で実践し
た。この選択授業は全 12 時間となっており、筆者はそ
のうち 4 時間を担当した。受講者は男子 10 名、女子 2
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名の計 12 名であった。 
	 授業の後には生徒に対して 6 問ほどのアンケートを
実施し、授業の内容が理解できたか、や授業の感想など
について質問した。 
 
4.1.	1 時間目	
	 マーケティングを学ぶ題材である韓流ブームが起こ
ったのは生徒たちが生まれた前後であり、マーケティン
グも生徒にとって初めて知る内容となるため、一つ一つ
の説明を丁寧に行った。 
	 しかし、そのせいで授業者が話し過ぎてしまい、生徒
の資料をもとに分析を行う活動が短くなってしまった。
そのため、生徒に行った授業後アンケートで「今日の授
業は面白かったですか？」という質問に対し、「面白か
った・どちらかというと面白かった」と答えた生徒は 6
名、「あまり面白くなかった・面白くなかった」と答え
た生徒は 6 名となっており、授業の停滞感や生徒の活
動の少なさが影響しているのではないかと考える。 
	 また、「韓流がどういったものか理解できましたか？」
に対しては、「理解できた・やや理解できた」が 11 名
いたことからおおよそどういったものかは理解できて
いたようである。 
	 次に、「マーケティングについて、興味や関心は持て
ましたか？」に対しては「持てた・やや持てた」が 8
名、「あまり持てなかった・持てなかった」が 4 名であ
った。この時間で扱ったマーケティングの内容は触りの
部分であり、実際の方法などについては触れていない。
そのため、1 時間目を通じて行った活動が具体的にマー
ケティングのどういったことにつながるかが不鮮明で
あったために興味・関心が持てない生徒も多くいたので
はないかと考える。 
	 最後にまた、「今日の授業で印象に残ったことはなん
ですか？」という自由記述を求める質問に対して、「ニ
ュースやラジオ体操などありきたりなものよりも、一部
にねらいを定めたものが成功したということ」、「F3 層
17が韓流にはまってしまったこと」、「民法18なので、視
聴率がとれないと成り立たないので、こういった手段を
使うことがわかった」というようなマーケティングに関
係する発言をした生徒は 3 名いた。他の生徒は「韓流
ドラマが与えた影響の大きさ」や「韓流ドラマが与えた
影響の大きさ」など、韓流に関する発言が多く見られた。 
 
4.2.	2 時間目	
	 この時間でも前半の「冬のソナタ」からマーケティン
グを考える部分で表の使い方、また生徒が考えるのが難
しいであろうマーケティングの考え方についての説明
が長くなってしまった。そのため、後半の生徒が班活動
を行う時間が短くなってしまった。 
	 しかし、生徒に行った授業後アンケートでは「マーケ
ティングの方法はどういうものか理解できましたか」と
いう質問に対し、「理解できた、やや理解できた」が 10
名、「理解できなかった」が 2 名いた。この 2 名の生徒
は 1 時間目もそうであったが、この授業に対する満足
度が低い生徒たちである。しかし、こういった生徒たち
が積極的に授業に参加できるように、生徒自身の活動や
班活動を取り入れて授業を行うべきであったと考える。 
	 授業者が用意した資料について、資料からマーケティ
ングを考えいったが、用意した資料が事実の記述、つま
りマーケティングの結果から推測する形になってしま
った。そのため、生徒にはわかりにくい部分があったよ
うだ。特にデジタルコンテンツの使い方が定着したかは
疑問が残る。 
	 生徒に行った授業後アンケートでも、自由記述の質問
に対して、デジタルコンテンツに関して記述した生徒は
「ウェブなどをうまく使えば売れることがわかった」と
答えた 1 名であり、その他の生徒はマーケティングや
韓流に関する記述であった。 
	 しかし、生徒に行ったアンケート自体もデジタルコン
テンツそのものに関する質問項目を設定できていなか
った。そのため、本当に定着したのかどうかは 3 時間
目に生徒が行うマーケティングの中で定着しているの
かを確認していきたい。 
 
4.3.	3 時間目	
	 この時間では、2 時間目までとは異なる導入を行った
が、生徒たちはツッコミをいれたり笑ったりと今までで
1 番の盛り上がりを見せていた。その後、すぐに「大学
生にウケるアーティスト」を班ごとに考えて行ったのだ
が、考える材料として提示した大学生へのアンケート結
果の量が多すぎ、生徒たちは情報を読み取ることが大変
そうであった。 
	 実際、生徒に行った授業後アンケートの自由記述を求
める質問に対し、「課題」19、「資料がすごくたくさんあ
った」という声があったことからも、提示した資料の量
が多すぎたようであった。 
	 しかし、大学生へ実施したアンケート結果を読み取る
中で生徒は生産者の視点を得たようであった。これは生
徒に実施したアンケートの自由記述を求める質問に対
し、「大学生と中学生の視点が異なるということがわか
った」「大学生には様々なジャンルが人気だった」とい
うような、消費者の視点は生産者（生徒）が良いと思っ
ているものを必ずしも好むわけではないことについて
記述している生徒も見受けられた。 
	 また、2 時間目では定着しているか不明であったデジ
タルコンテンツの使い方についても、生徒に行った授業
後アンケートの自由記述を求める欄について、「SNS は
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すごい！」、「SNS の支配力」というようなデジタルコ
ンテンツに関する記述が見受けられた。このことから、
資料を読み取る過程で、大学生の SNS、動画共有サイ
トの利用方法について触れたことで 2 時間目の補足が
行えていたようであった。 
	 最後に、予定ではこの時間から企画書の制作にとりか
かるはずであったが、資料の読み取りで時間がかかって
しまい、企画書に取りかかれた班はなかった。 
 
4.4.	4 時間目	
	 この時間の導入では、今回のマーケティングの対象で
ある大学生 2 名に来てもらい、生徒にフィードバック
をしてもらった。来てくれた大学生に、指摘する部分に
関しての内容は大学生に任せた。そのため、どちらかと
いうとマーケティングを詰めきれていない部分につい
てのアドバイスが多くなっており、大学生からのフィー
ドバックにはなっていない可能性があった。 
	 しかし、班ごとの活動を確認すると全 3 班中 2 班で
大学生のアドバイスを一部取り入れている様子が見ら
れた。この 2 班が取り入れたアドバイスの中には、3 時
間目の間に授業者が指摘している部分もあった。その際、
生徒が修正するそぶりはなかったため、生徒にとってタ
ーゲットの対象からアドバイスを受けたことは大きか
ったのではないかと考えられる。 
	 大学生からフィードバックをもらった後は、アドバイ
スをもとに練り直し、企画書の作成、またメンバーの選
定作業を行ったが、やはり生徒がやるべき作業が多くな
っており、生徒は大変そうであった。 
	 しかし、これらの活動の中でもメンバーの選定作業は
どの班も盛り上がっており、熱心に活動していた。ただ
し、授業者の意図としては、メンバーの選定は 3 時間
目から作成してきた表をもとに行うことでマーケティ
ングを詳細に行っていくことがあった。しかし、生徒の
様子や成果物を確認してもあまり表は参考にしていな
いようであった。また、理由を書かせる部分もあるのだ
が、後付けになっている班やそもそも考えていた表から
は選抜されなさそうなメンバーがいるという班もあっ
た。 
	 3 班全ての表、企画書、選抜シートを記載することは
ここではできないため、資料の読み取りがしっかりでき
ており、かつ大学生のフィードバックをとりいれていた
3 班のものを図 4、5、6 として提示する。 
	 この 3 班は図 4 のように当初は女性グループを想定
していたはずだが、結果的に男性グループに変更してい
るなどあまり表を踏まえていないことが考えられる。 
	 しかし、成果物に変更理由が記載されていないだけか
と思い、班活動中の会話を確認した。すると、変更した
理由は資料や大学生のアドバイスではなく、メンバー表
から班員が話し合いメンバーを選定しており、図 4 は
反映されていないようであった。これはこの班に限らず、
全ての班において言えることであった。 
	 資料の作成順番や記載すべき内容については授業内
でも説明したが、指示が通っておらず、また資料が多す
ぎてわかりにくいという状況もあり、前時の学習を踏ま
えられていなかったのではないかと考えられる。 
 
 
図 4	 3 班の表 
 
 
図 5	 3 班の企画書 
 
 
図 6	 3 班の選抜シート 
 
5.	研究の成果と課題	
 
	 本研究の成果と課題を生徒の授業の様子や生徒の成
果物、アンケートの回答から考察し、以下の 5 点に集
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約した。 
 
（1） 韓流という題材の設定 
（2） マーケティングの方法についての理解 
（3） 企業の立場に立った視点と企業と消費者とのつ
ながり 
（4） 資料・ワークシートの提示、量 
（5） 生産活動とマーケティング 
 
（1）については、「冬のソナタ」を題材とした学習に
よって、生徒に実施したアンケートから「ねらいを定め
たものが成功した」、「他との違いを明確にすることが大
切だ」というような記述が見られた。このことからター
ゲットを明確にすること、またそれによってブームが起
きたことがわかりやすく、題材として適切であったよう
だ。 
	 しかし、デジタルコンテンツを利用したマーケティン
グについては 4 で述べたようにデジタルコンテンツを
使用する考え方が定着していたかは不明な点があった
ため、題材というよりも資料の内容が不足していたので
はないかと考えられる。また、それに対するアンケート
の質問項目を設定していなかったことから授業成果を
測りきれない部分があったためアンケートの質問内容
の選定を漏れのないように設定すべきであった。 
	 （2）については、消費者の情報を読み取ってマーケ
ティングを考えるというマーケティングそのものの方
法や手段について理解できていた。生徒に行ったアンケ
ートからも、「資料をもとにマーケティングができまし
たか？」という質問に対し、「できた」が 8 名、「やや
できた」が 4 名と全員が肯定的に答えている。授業の
様子を見ていても班内で役割分担ができており、全員が
何かしらの形でマーケティングをおこなっていたこと
から、理解ができていたと考えられる。 
	 しかし、生徒に行ったアンケート内でマーケティング
は消費者のことを考える活動だという趣旨に触れた発
言をした生徒は全 4 時間を通して「マーケティングは
市場の情報までみなければいけないということ」、「どん
な客をねらうかなどを決めることでヒットするという
ことがわかった」、「データを読み取ることでわかった」
と答えた 3 名しかいなかった。この結果から、マーケ
ティングが消費者のことを考えた生産活動であると理
解できていたか疑問が残る。 
	 （3）について、4 時間を通じて企業の生産活動に関
する発言をしたのは 9 名であった。具体的には「他と
の違いを明確にすることが大切だと思いました」、「CD
などを売る側の視点として考えることができた」などの
企業の立場からの記述があるかで判断をし、多くの生徒
は企業の立場で考えることができていた。 
	 しかし、生徒はマーケティングが企業と消費者とのつ
ながりという認識には至っていなかった。つながりとは
具体的に、「マーケティングは市場の情報までみなけれ
ばいけないということ」のように、企業の生産活動に消
費者の意向、欲求が関係していることが読み取れる記述
から判断した。これに関して、上記のような記述をした
生徒は他に、「データを読み取ることでわかった」、「傾
向を考えるのが難しかったです」と答えた 2 名だけで
あった。 
	 これは、授業でマーケティングの方法や他者との違い
を明確にする方法についての説明や活動が多く、消費者
とのつながりについて考察したり実感したりする活動
が足りなかったことによると推測する。そのため、つな
がりについて理解ができず、経済の仕組みを理解するこ
とまでたどり着けなかった。 
	（4）について、資料の厳選をおこなうべきであった。
4 時間を通じて全体的に資料の量が多かったことが課
題として挙げられる。特に大学生のアンケート結果を
19 問設定した。班で分担することを想定したが、量が
多く、4 時間目ではそれに加えてワークシートを提示し
たため、精査するより、読み取る時間の方が多くなって
しまった。 
（5）について、筆者はマーケティングを生産活動の一
部として認識して行っていた。実際に、マーケティング
は詳しく取り扱ったものの、生産活動としての視点が不
足していた。今回行ったマーケティングはモノを作る前
段階という印象が強くなってしまったのではないかと
考える。そのため、今後は実際にモノをつくりだす活動
をとりいれ、より生産活動として認識しやすい授業の開
発が課題となる。 
	 また、今後は、上記の点を踏まえつつ、今回取り上げ
られなかったコストを踏まるなど、より生産活動を意識
できる実践、また消費者とのつながりについても認識で
きるように授業・教材の開発を進める必要がある。 
                                                   
1 本稿は、筆者の平成 27 年度千葉大学大学院教育学研究科修
士論文「マーケティングを題材とした中学校社会科公民的分
野の授業開発―韓流コンテンツを例に経済の仕組みを理解
する―」をまとめたものである。 
2 デジタルコンテンツはコンテンツがデジタル化したものと
し、コンテンツの定義は「コンテンツの創造、保護および活
用の促進に関する法律」に準拠するものとする。 
3 韓流とは韓国のコンテンツ特にドラマ・音楽が他国において
流行する現象を指す。 
4 Mankiw（2001: 31）の図 2−1 をもとに筆者作成 
5 教育の専門家と金融の専門家が相互理解を深め、その経験や
知識を共有して、問題解決に向けて協力することにより我が
国における金融経済教育の一層の充実、発展について研究を
行っている団体。日本証券業協会 HP より引用。 
http://www.jsda.or.jp/manabu/kenkyukai/（閲覧
2016/01/05） 
6 文部科学省（2008a: 29） 
7 文部科学省（2008b: 126） 
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8 育鵬社、教育出版、清水書院、自由社、帝国書院、東京書籍、
日本文教出版の 7 社を確認。 
9 Kotler & Armstrong （2003: 9）をもとに筆者作成。 
10 2007 年から 2015 年まではネット上から、2000 年から 2006
年はネット上に記事がないため書籍から引用。 
11 脳を鍛える大人の DS シリーズがこれに当てはまる。 
12 「冬のソナタ」は韓国で製作、放送されたドラマであるた
め、厳密にいうと日本のテレビ局は生産者としての立場では
ないが韓流という現象を取り上げるために使用した。 
13 カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（2010）「韓
国ドラマレンタル回数が初の 1 億回突破へ」、NEWS 
RELEASE、
http://www.ccc.co.jp/news/pdf/101206kankokudrama100m
ilion.pdf （閲覧 2015/12/25） 
 本来は、「冬のソナタ」単体を視聴している層を表わす資
料を提示するべきであるがそういった資料が確保できなか
ったため、「冬のソナタ」など韓国ドラマ人気の先駆けとな
った視聴者層が記載しているグラフを用意した。	
14 脚注 13 より引用。 
15	NHK アーカイブス（2004）「韓国ドラマ『冬のソナタ』
ブーム」
http://cgi2.nhk.or.jp/archives/tv60bin/detail/index.cgi?das
_id=D0009030324_00000（閲覧 2015/12/25）	
16 Kotler（2014）を参考にした。 
17 50 代以上の女性を示す専門用語 
18 この生徒が NHK を民間放送と勘違いしていたようである。 
19 課題とは、この生徒が授業中に資料の量を夏休みの課題の
ようだと発言していたことから資料を示していると考えられ
る。 
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